
 

 

  

 

 

 

 

 
学校運営協議会 
  
 「学校運営協議会制度（コミュニティ・スクール）」
とは、これまでの学校運営の改善の取組をさらに
一歩進めるものとして、「地方教育行政の組織及
び運営に関する法律（地教行法）」の改正により導
入されました。保護者や地域が学校の様々な課題
解決に参画し、それぞれの立場で主体的に子供た
ちの成長を支えていくための仕組みです。学校と
地域住民等が力を合わせて学校の運営に取り組
むことが可能となる「地域とともにある学校づくり」
を目指しています。「地域とともにある学校」とは、
子供たちが様々な経験をした愛情あふれる地域の
大人の方に囲まれて学ぶことができる学校のこと
です。地教行法第47条の５にはこれを実現するた
めの機能として次の 3 つの権限が学校運営協議
会（以下、学運協と言う）に与えられています。「①
校長が作成した学校運営の基本的な方針を承認
する②学校運営について、教育委員会または校長
に意見を述べる③教職員の任用に関して、教育委
員会規則で定める範囲で教育委員会に意見を述
べる」です。本校では地域住民・保護者・学校関係
者・学識経験者・関係行政機関の方 13 名に学運
協委員として本校とともに「地域とともにある学校」
の推進のために尽力していただいています。 
  本校では年 4 回、学運協を実施していますが、
学校からの報告だけではなく、毎回テーマを決め
てグループ討議を実施しています。第 1 回（4/16）
では①激動の未来社会において生徒が地域の担
い手として活躍するためにどのような力が必要か。
その力を育成していくために本校が取り組むべき
ことはどんなことか②安心・安全な環境づくりのた
めに学校や社会で取り組んでいかなければならな
いことはどんなことかについてグループ討議を行
い、全体共有しました。第2回（11/12）には、「笹
塚式学校改革 非認知能力の育成」をテーマにグ
ループ討議を実施しました。今年度、本校では「笹
塚式学校改革～ICT を活用した真の人間力の育
成～」をテーマに授業改善を進めていますが、改善
するのは授業だけではなく、教室環境・学級経営・
生活指導の改善を進めるとともに、「非認知能力」
の大切さに気付き、その向上を図っていくことが大
事であると考えています。委員の方からは笹中生
の良いところと改善点、具体的なアドバイスをいた
だきました。第 3 回（12/3）には、副校長より「社
会に開かれた教育課程の実現に向けて」のプレゼ
ンをした後、「持続可能な特色ある教育活動 ①学
校関係者アンケートの内容 ②地域貢献のできる
生徒の育成」について協議をしていただきました。 
今後はいただいたアドバイス・ご意見を教育活

動に生かしていきます。 

 
笹中のＤＸ 笹塚タブレットウィーク 
 
11 月 24 日（木）より 12 月 16 日（金）まで

「笹塚タブレットウィーク」と銘打って次のような取
組を行っています。目的は「①生徒が主体的にタブ
レットを使用する機会を設け、生徒のＩＣＴ活用能力
を高める。②教員がタブレットを用いて教材開発を
し合うことで、学校全体で新たなＩＣＴの活用方法
を模索するとともに、教員のＩＣＴ活用能力を高める。
③授業の様子をＨＰを用いて発信することで、保護
者への教育内容の周知につなげるとともに、教員
の発信力を高める。」です。 
内容としては、①全教員が授業内で今まで使用

したことのない（やってみたい）ＩＣＴの活用方法に
挑戦する（最低 1 回）。②ICT の利活用は生徒主
体で行わせる（主体性）。③生徒に使用させる際は、
ドリルのような個人作業ではなく、本年度の研究の
趣旨に即した話し合い活動など、生徒同士が意見
発表し合う場面等で行う（協働学習）。（例）PP や
Word の共同編集、Forms を用いた意見集約及
びデータの読み取り、ミライシードのムーブノートを
用いた意見交流等④授業内容はタブレットのカメ
ラ等で撮影し、各自が学校 web 日記上で写真と
文章を添えて発信する。 
全教員で切磋琢磨して生徒・教員の ICT 活用

能力を高め、授業改善・学力向上につなげていき
たいと思います。 

 
螢川復活計画  
 
11月 14日の全校朝礼の際に笹中おやじの会

の方に「螢川復活計画」のお話をしていただきまし
た。螢川というのは本校の校舎裏にあり、33 年前
におやじの会の先輩たちが苦労して作ってください
ましたが、今はそのままになっています。本校は草
木が茂り、竹林もあり自然が残っています。おやじ
の会の方々は温暖化や気候変動等、環境に対する
意識が高まっている中で螢川を利用してできること
を考えていきたいということで、螢川復活計画「ビ
オトープを創ろう」を提案してくださいました。キー
ワードは「生物多様性の保全」「生態系の保全と
回復」「ビオトープ」です。「ビオトープとは野生の
生き物が生息する場所を言います。水槽の魚は人
から餌をもらって育っているのでビオトープとは言
いません。」という言葉が心に残っています。 
今後、おやじの会の方と本校のボランティア部、

そして生徒の有志を中心に進めていきますので、ご
協力のほどよろしくお願いします。 
 
 

笹 塚 中 だ よ り 
渋谷区立 笹塚中学校（令和４年１２月８日発行）     校長 片山 富子 



 

 

よりよい学校教育を通してよりよい社会を創る 

＜笹幡フェスティバル＞ 

  笹幡フェスティバルが３年ぶりに開催されました。

感染症防止の観点から、２年間開催できなかったた

め、生徒たちにとっては経験したことのない地域行事

となりました。地域の皆様に喜んでいただけるように、

部活動ごとに放課後や休日を利用して準備してきまし

た。７つのブースを笹塚中の生徒が担当し、それぞれ

に工夫が凝らされていました。地域の一員として参画

できた喜びを生徒たちは感じたことと思います。 

＜シブヤ科＞ 

  未来社会の担い手となる生徒たちが、「渋谷区の地域社会に主体的

に参画し、多様な人々と協働するなど、渋谷区の未来の創り手となる」こ

とを目標とした＜シブヤ科＞の取組を実践しています。 

１ 年 「牛丼店の店長になろう」 渋谷区の地域の特性を学習すること

で、その多様性を理解し、幅広く情報を活用して、自己の進路や生き方の

視点を広げることを目的として取り組んでいきます。 

２ 年 自分の将来を考え合わせながら、学んだことを地域のために生か

そうとする態度の育成を目指し、鎌倉市の SDGｓの取組、環境保全（Ｇ

Ｘ）、デジタル化（ＤＸ）の課題解決を学びながら進めていきます。 

３ 年 「地域の誇れる場所を世界に発信しよう」 修学旅行や外国の方

との交流会を通して、国際的視野から笹塚・幡ヶ谷エリアの特性をさらに

発見し、動画で発信していきます。 

全 校 地域の一員としての当事者意識をもち、地域の皆さんと協働し地

域力を向上させることを目的として、地域総合防災訓練、町民大運動会

に全校で参加させていただいています。 

＜拍子木たたいて火の用心！＞ 

 「火の用心、マッチ一本火事のもと」 十号通り商店街をはじめ笹塚の

町に生徒の声が響き渡りました。寒い夜でしたが、本校健全育成推進委

員会（おやじの会）、笹塚地区委員会の方々と共に夜回りパトロールを

行い、火災予防を呼びかけました。 



 

 

渋谷ワンダフル給食 

  服部栄養専門学校の協力のもと、昨年度より渋谷

ワンダフル給食を実施しています。このプロジェクト

は食への理解・関心を深めるとともに、食に感謝する

心を育むことを目的とし全ての渋谷区立小中学校で

毎月 1 回実施しています。10 月の実施日には笹塚

中学校への取材もあり、給食室や生徒の給食時間の様子が渋谷ワンダフル給食の HP に掲載されていま

す。家庭向けにアレンジをしたレシピも掲載されていますので、ぜひご覧ください。 

＜給食で毎食牛乳が出る理由＞ 

 カルシウムは成長期の子供たちに欠かせない栄養素です。牛乳は消化吸収率が高く、

安定した供給ができるため全国の学校給食で提供されています。ちなみに牛乳 200ml

に含まれるカルシウム(220 ㎎)をほかの食品にすると、ほうれん草は約 2 束(400g)、

しらす干しは約 1.5 カップ(100g)が必要です。手軽に飲める牛乳をご家庭でもご活用

いただければと思います。牛乳を飲まない場合は、大豆製品・ごま・青菜がおすすめです。 

＜笹塚中学校の給食＞ 

ご家庭で給食の話題が出ることはありますか？保護者の皆様からお預かりした給食費は全て食材料費と

して使用しています。昨今の食材費の高騰もありますが、日々工夫を凝らし献立作成を行っています。実際

の調理は協立給食(株)に委託されており、現在調理員 2名・パート 4名が調理を行っています。笹塚中学

校の HP では「Today ’s 

Lunch」として給食室の様子

を随時公開中です。普段目に

することのない給食室の様子

をご覧ください。 

 

生徒表彰 
＜バスケットボール部＞ 

●令和４年度 渋谷区中学校秋季新人バスケットボール大会● 

【女 子】   優 勝  松野、小島、森垣、大賀、川村、菅原、福田 

【優秀選手賞】 No.4 松野彩音、No.5 小島杏梨 
              

１２月の生活目標 

 規範意識の向上 

 「人・物・時間」を大切にして、学校生活を送ろう。 

１２月の安全目標 

 ・暖房器具の安全な使い方と換気を意識する。 

 ・冬季休業中の安全な生活を心掛ける。 

 ・地域社会で起こる犯罪に巻き込まれない行動をとる。    「完売です」 笹幡フェスにて 



 

 

１２月・１月の主な行事予定 

１２月 １月 

日 曜 行     事 日 曜 行     事 

１ 木  １ 日 元日 

２ 金  ２ 月  

３ 土 
土曜日授業 学校運営協議会 

三者面談終 
３ 火 

 

４ 日  ４ 水  

５ 月 全校朝礼 安全指導 ５ 木  

６ 火  ６ 金 冬季休業日終 

７ 水  ７ 土  

８ 木 歯科指導(１) ８ 日  

９ 金 校外学習(２) ９ 月 成人の日 

10 土 
 

10 火 
全校集会 安全指導 給食始 

第Ⅳ期時間割始 

11 日  11 水 小中連携会議 午前授業 

12 月  12 木  

13 火  13 金  

14 水 専門委員会 14 土  

15 木  15 日 しぶやニュー駅伝 

16 金 音楽鑑賞教室(２) 16 月  

17 土  17 火  

18 日  18 水  

19 月 生徒朝礼 19 木  

20 火  20 金 展示発表会 

21 水 避難訓練 21 土 土曜授業 展示発表会 

22 木  22 日  

23 金 全校集会 給食終 一斉清掃 23 月  

24 土  24 火  

25 日  25 水 専門委員会 

26 月 冬季休業日始 26 木 学校保健委員会 

27 火  27 金 避難訓練 

28 水  28 土  

29 木  29 日  

30 金  30 月 生徒会朝礼 

31 土  31 火  

※行事は変更になる場合がございますので、本校ホームページでご確認ください。 

※学校関係者アンケートのご回答をお願いします。 よいお年をお迎えください。 


